









Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































? ? ??????↑? ‐、‐ ??? ?↓????。???? ????《??〕??》????，??‐、?? ‐ 》??? ???????。
咽⑥⑧(】
議鶴資憂を索たすためのプロセスを示した
英扇アカウンタビリティ社によるガイドライン
社会的賓綴こ麓する
霞溌ガイダンス規格
????????????、?‐‐??????‐???、????????????????、》????‐．???
、.瀕鍔へ．...．シ、!!!!鯨やh4-や局
寸寺-やT4乳々軍･･や強
蕊鍵鋪篭舞其、
傘．P々-PT少々も
4－円で－．4異名5h画↓古頁d
命-↑-.Jへ甘-'制､侶試dか,4や､4
蕊
号易ヰー雪も
"、-′Ga－qI－
・で韓:額
．*頭'一抄
溌
今等々室｡
-′会4－為、
や黄今fA-？
ず令γ･◆石
黒◆P-ザグ
ザキャ･中ｱ
ｬ且､。●払
今、会.,㎡令
蕊離
廿寸一惹・4′’
Av竺一IGIG
，瓦虻く会も
輯湾§
‐，H->証も
輔減*
蕊
今｡,#P中
F令し…
↑,，釜傘錘や”“-秒-く-猟1
グ一一･‘全桝d1-吋-秒上…』
・意幹X〈:鼠鈴;減.‘.；:勃
舎旦廷_,菅少-,-少▲七八Lゴﾑゴｰﾑ』
会グぐ一郭令舞守り感ｻぱぐ-甘く-抄型4
持鏡可龍性報篭の統合報繕の
枠総みを示した枠繕みを示した
ガイ砿ラインガイドライン(案》
(出所）武聞薬品工業(2013)3頁。
図3武田薬品工業のCSR活動の参照規範
JCD目．
（出所）筆者作成。
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武田薬品工業の社会的責任の実践とその課題一統合報告から見た持続可能な発展と企業価値を中心として－
念を共有し、行動し、社会的使命感をもって誠実
にCSRを果たしていくことができよう。
5おわりに
本稿を締め括るにあたり、つぎのように知見と
含意と今後の課題についてまとめをしてみたい。
本稿では、武田薬品工業の社会的責任の実践とそ
の課題に焦点をあてて、企業と社会の持続可能な
発展について考察し、CSR実践における経営者
のリーダーシップについて論述してきた。
CSRを求める機運が高まった背景は経済．市
場・経営のグローバル化に伴い貧富の格差拡大、
環境破壊、人権・労働問題などが生じたことによ
り開発途上国やNGOなどからの批判を招いたこ
とである。これに加えて、企業不祥事が顕在化し
頻発したことにより社会から企業をみる目が一段
と厳しくなってきたことであった。
21世紀の企業は地球社会の一員として持続可能
な発展に寄与することが求められている。持続可
能な発展を決定づけたのは1992年6月、リオ・デ・
ジャネイロでの「アジェンダ21」の合意、2002年
9月、ヨハネスブルグでの「持続可能な開発に関
するヨハネスブルグ宣言」の合意により、これま
での国家や政府レベルの役割から企業レベルにも
社会の発展に貢献する義務があると要請されたこ
とである、
企業と社会の持続可能な発展に寄与していくと
いっても一朝一夕に達成できるものではない。誠
実な企業を目指していくためには経営者が従業員
を先導し、逼進していく姿勢が必要である。CSR
を果たしていくためには企業理念にもとづいて経
営者がリーダーシップを発揮していく必要があ
る。
本稿で明らかになったことはつぎの4点であ
る。第1に、CSR実践はコンブライアンスを前
提として社会のニーズに応え、自ら高い目標を掲
げ、その目標に向かって自主的に責任をもって活
動していることである。第2に、CSRを企業価
値の向上と捉え、積極的かつ能動的に進めるとと
もにグローバルな展開を視野に入れて企業と社会
の持続可能な発展に貢献していることである。第
3に、企業が社会との対話を通して企業価値の向
上を図り、企業と社会のより良い関係を構築して
いくことによってCSRのあり方を明確にしなが
ら実践していることである。第4に、企業理念に
もとづいた行動憲章や行動規範にのっとって経営
者と従業員がCSR実践を行っていることである。
今後の課題としては事例研究による実証分析や
国際比較の観点からの考察があげられる。また、
統合報告書のフレームワークを検証し、企業と社
会の持続可能な発展と企業価値についてより実証
的な研究を深めていく必要がある。
付記
本研究は一般財団法人島原科学振興会の研究助成金を受
けたものである。
注
lGRIは1997年に米国のNGOであるセリーズ(CERES)
や国連環境計画(UNEP)が中心になって設立された
国際機関であり、アムステルダムに本部を置いている。
2企業価値については論者によって定義が異なる。本稿
では経営財務論の視点から考える企業価値を中心とし
て論述している。企業価値について詳しくは、小椋
(2008)を参照されたい。
3経済同友会（2007）によれば、現代経営者にとって重
要な資質として、①高い倫理観と価値観、②優れた判
断力、③勇気ある決断力、④構想力・先見性・感性、
⑤適応力をあげている｡
4MichaelE.PorterandMarkKramer(2011),"Creating
SharedValue'',HarvardBusinessReview,January-
February,pp.1-17.
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